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東日本大震災による、営業状況について 

 

東日本大震災にて、数多くの尊い命が失われました。 

心からご冥福をお祈りいたします。 

また、被災された皆様へ謹んでお見舞い申し上げますと共に、 

一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

 

◆被災者の方の受入れについて～ 

災害救助法に基づき、茨城県ホテル旅館生活衛生同業組合へ被災者の方の受け入れを行う申し入

れを済ませております。 

被災者の方から、直接のお問い合わせも受け付けております。 

 

◆当ホテルの現状について～ 

今回の震災により当館の位置する茨城県内で多数の死傷者が出るなど被災県となりましたが、 

当館は、お客様並びにスタッフに死傷者など無く、幸いにも建物設備等の損壊、被害等全くない

状況で現在、通常通りの営業を行っております。 

 

◆福島原発事故による放射能汚染について～ 

今回の福島原発事故による、放射性物質の飛散にともない、 

福島県に隣接する、茨城県も放射能汚染が懸念されるところですが 

当ホテルは県南地域となり、福島原発から直線距離で約１８７kmに位置しております。 

日々、ブログ等で近隣地域の放射線量の情報・守谷市の水における放射性物質濃度等の情報を 

収集し、発信しておりますが、現段階では、健康に支障の無い数値である事が判断できます。 

 

◆当ホテルの料理ついて～ 

また、農産物についても野菜・牛乳など様々な食材から国の定める基準値を超える放射性物質が

検出され、出荷停止の措置がとられる、風評被害により一部の生産者の方が大打撃を受けている

状況です。 

当館の食材調達においては、現在、柏市公設市場並びに、近隣の小売店など安全基準を満たした

食材のみを取り扱っている仕入元より食材を仕入れ調理を行っております。 

また、購入段階ですべての食材について産地情報をチェックし、お客様に情報開示ができる体制

をとっております。 

当館の料理は、安心してお召し上がりいただけます。 



 

◆ 当ホテルのご利用について～ 

現状、福島原発の影響も少なく、震災による被災県ということもあり、 

茨城県全域は今のところ計画停電区域を除外されております。 

ただし、東日本において電力不足ということもあり、 

当館ご利用の際、節電にご協力を賜りますので、ご理解の程お願い申し上げます。 

 

今後、会議・研修・合宿等ご計画の際は、 

是非、当館デュープレックスセミナーホテルのご利用を 

ご検討くださいますようお願い申し上げます。 
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